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こころみカフェ
＊12月10日（土）

11時～17時

済美会館研修室

古本市も同時開催！
ぜひお立ち寄りください。



もういちど！



「いのちの電話と対話の力
～人々に共感を届けるために～＜はじめに＞」

What’s up?

福山清蔵（元日本いのちの電話連盟研修委員⾧）著より

私は1975年にいのちの電話に参加していらい45年の間ボランティアの方々と共に過ごしてきました。
その多くの時間は東京いのちの電話の研修委員であり研修の講師としてでした。
私が参加した頃はいのちの電話には「カウンセラー」（その頃は臨床心理士という資格はまだ日本

にありませんでした）はごく少数であり、いのちの電話は教会や福祉や教育や医療関係の方々が組織
の中心にいて運営していました。

・・・省略・・・
「電話相談」に関する理論や技術を学ぶことはまさに手さぐりでした。ボランティアたちは対話の

理念と使命に関してはすでに学んでいましたが、じっさいの電話での対応でとても戸惑っていたよう
です。参加していた専門家たちは、彼らが持つ経験や知識をいのちの電話の研修に持ち込もうとして
いましたが、木に竹を接ぐような状態でした。我が国の歴史上初めての電話による相談活動の宿命と
でも言いましょうか、当初はどうしても既存の理論や方法論に依拠せざるを得なかったのです。

・・・省略・・・
私といのちの電話との付き合いの歴史は、「いのちの電話の対話に求められているのは何か」を模
索する歴史でした。市民の素朴な感性、真剣さ、誠実さ、対等性などが議論されてきました。
市民の力に依拠するいのちの電話であり、相手と直接に会わないいのちの電話であり、自殺への危

機介入としてのいのちの電話であるなど、電話だけで対話するという制限の中で、人と人をつなぐも
のをどのように創り上げるのかについての問いを感じてきました。いのちの電話ではいわゆるカウン
セラーを育てるべきなのでしょうか、それともほかの道を目指すべきなのでしょうか。ともかく市民
の感性の豊かさを生かすには中心になる何かが必要でした。
本冊子で探求する「共感」はその模索の過程で温められてきたコンセプトです。筆者の未熟さゆえ

に未だ表現が不十分ですが、この先もいのちの電話にとって大切なものであると考えています。
いのちの電話の歴史は1977年にいのちの電話連盟が掲げた「市民による対話」を基本軸として、温

かさ、誠実さを保ちながら「人々の人生に向き合う」活動として受け継がれてきました。
一方、いのちの電話が開設されたころ、社会的に「相談員の資質」が問われました。それまで、カ

ウンセラーがその資質や技量を問われたことはありませんでした。つまり、非専門家である市民が人
を対話によって援助する資格があるのかと問われたのです。
しかし、今日いのちの電話は、ここにあるということですでに人々を支え、励ましています。それ

には⾧い道のりが必要でした。電話で話を聴き続けることは簡単なことではありません。人生に打ち
ひしがれている人に向き合うのは困難な辛いことなのです。からかいや脅迫もありました。それでも、
ボランティアは懸命に電話で話を聴き続けていたのです。いのちの電話は人を援けるために存在して
いるのではなく、孤独を聴くためにこそ存在しているのです。孤立している人とつながることのため
に存在しているのです。日本には人々の孤独の哀しみを聴く組織はどこにもなかったのです。

・・・省略・・・
膨大な知識の海の中でどこまでの知識がいのちの電話の活動に必要であるの
かは未確定です。そうであれば市民の健全な知性と感性を信じることが
求められていると思うのです。
私たちは苦しんでいる人を批判することではなく尊敬すること、孤独に
悩んでいる人を貶めることではなく労ることが求められているのです。
そして、全国に広がったこの活動が何らかの力に支えられていると
すれば、それは「市民による共感する力」だと確信しています。

・・・省略・・・
いのちの電話50年の歴史の中で大切に育まれてきた思想をこの機会に

理解、共有していただけることを切に願っています。


